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第一報として細菌學雑誌第569號 に「ツ」皮内辰

慮を臨床的に・瞼し、増地其れ 自身に依 妙叉は稀縛

液中の石炭酸に依 り非特異性反鷹の塘強される享

を述べたが、「ツ」反慮は果 して特異的なものであ

るか「ツ」皮内反慮、肇丸反鷹及び「ツ」死に就て闘

沫的ビ叉病理組織的に検査 して見た、組織標本は

ホルマリンにて固定、パラフィン包埋法にて切片

を作製 し 「ヘマ トキツ リン、エオヂン重染色及び

ズタン皿ヘマ トキンリン染色∫を施 したものであ

る¢ 、 一

・ッ〈ごルクリン皮内反慮の組織學的所見に就て

海旗、蒙 兎、ラッテを使用 し、人型結核菌、4

型結核菌或は其他の抗酸性桿菌 を接種し一定期贋

を経て各接種群に次の様な検査に依 り比較 を行つ

た｡、 亀
へ

1.「 ツ」及結核菌の未培養グリセリン肉汗の濃

縮液に於ける反慮の比較｡・

2.自 家「ツ」異種「ツ」並に「ツ」様物質に依る辰

慮の比較｡

「ツ」を接種すると始め主として多核白」血球の堆

加を來し、24時 聞頃より淋巴細胞及結締織細胞ガ

萬現する、血管の鑛張は著明とな り赤血球の濾廷
"を認める

、48時 間後には多核白血球は吸牧され雍

め5日R頃 より圓形細胞、類上皮様細胞を認める

様にな り7日 目頃には類上皮 様細胞、圓形細胞、親

締織細胞及少数のプラスマ細胞より成 る肉芽腫棲

組織 を見る様にな の、時に互細胞の出現を見る｡止{

の攣化は殊に人型、牛型菌 よりの 「ツ」の接種によ

つて明瞭に見 られるが他の非病原性抗酸性菌 より

作つた 「ツ」様物質及肉汁接種部 に於て も又見ほ

され る、殊に24時間瑛獲赤反鷹を示 さなかつた招

種部に組織的には細胞浸潤を認め 「ツ」陽性接種

部 と質的に同一験を認める、接種部に肉芽腫様紅

織 を作 るも乾酪攣性を示 した ものはなく組織切端

の菌染色を試みたが菌は認め られなかつた｡家 頁

の實験によつても海猿と同じ成績 を得たが ラッテ

に於ては24時 間後多核白血球の輕度の浸潤を見た

のみで肉芽腫様組織の形成は認められなかつた｡

細胞浸潤は24時 間後次第に吸牧され消失する檬で

ある｡

ツベルクリン睾丸反鷹に就て'一

海 狸、家兎、ラツテを使用 し、第一群は人型結

核菌接種、第二群は牛型結核菌接極{第 三群は健

康動物とに分ち、右側睾丸に「ツ」稀繹液、左側に

は肉汁稀繹液或は大腸菌増養液を同時に接種し一

個髄に封する「ツ」と肉汗反鷹による差異を早期反

鷹と後期反懸とを以て比較検査iした｡ .
結核動物は巾臓器管に著明な結核症 を認めて も

睾丸組織には特記する程の攣化を認めぬ ものがあ

るが精細胞は多少の攣化を受ける◇闇質には攣化

を起 さない、「ツ」接種による早期反癒は聞質の炎

症症状を主として後期反鷹は精細胞の壊死愛性を

主とするが精細胞の樟碍は既に早期反態に於て著

明に認あ られる｡睾 丸ア レルギーの主髄 となるの

間質組織の炎症 歌態で闇細胞の外多核白血球い

箇形細胞、結締織細胞及少数のエオヂ ン嗜好細胞

等㊧浸潤である｡此 の所見はCツ 」注射に因つて

のみ起るものでな く、肉汗或嫁大腸菌培養液等の

「ツ」に非ざる物質で も可成高度に識明され る｡結

飾様組織の形成 を見たのは牛型菌接種海狼に反慮

原 として人型菌 より作つた「ツ」の注射をした一例

であつた｡結 核性病攣の輕重は「ツ」睾丸反態の程

度 を左右』しなや、睾丸反癒 と皮内友慮 とは季衡的・

に見 ら顧るが睾丸組織の方が反慮鏡敏で「ツ」以外

の物質で も廻く反慮 を起す事多い｡海 狼が最 も鏡

敏で次で家兎である、ラツテはツ原液を以せして

も殆んど攣化を現 さす正常 を保2も のが多い｡

ツベルクリン死 に就て

皮内友慮、睾丸反磨 を以て臨床的に叉病理乗購

學的に検討 し「ツ」反慮の特異娃を設明し得なかつ
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た｡次 で「ツ」死の現象を検討して見た｡

燧重200g--3009・ の海狼を使用、血管内に1/50

皿9或 は1/100mgの 人型結核菌を接種 し、"-t"iク月

後或侭ニケ月に此れを二群に分ち一群には「ツ」原

液の02cc他 の一群に樹照液(濃 縮グ リセリン肉

汗液)1・ccを 皮下に注射した｡・一群に動物は10

疋つつ を配 した｡在 射後死亡 した ものは直ちに剖

検 した｡六 同實験を繰返し、第四鳳實験後は観察

臼標を一般臓器の欝血或は出血状態と心臓及副腎

の病攣程度に主きを置き第六同目實験には「ツ」接

種後に於ける白血球型の移動 を観紮した｡
「ッ」厚液では死 を誘起するが勤照液では10倍量

を使用 して も死 を起 さなかつた｡「 ツ」死 を來 した

動物は内巖の充面或は欝血を來 し特に肝、脾臓に

著明である｡肝 、脾、肺臓の結蔀周園に小出血竈

の散在する事が多い、心臓には結節を設明し赤血

球の漏出があるが禺血を認めた ものはない｡叉 脂

肪攣性 もない｡臓 及脊髄の中心紳経系に於ては出

血性攣化或は脂肪攣性等を認めなV・.特 異 と思は

れるのは副腎に於ける著明な充 血或 は 欝血であ

る｡皮 質の肥厚と欝血或に出血を主とする｡出 血

は綱状暦に起る事最 も多 く時に束状暦に限局的に

2、3ケ 所の出血竈を認める事がある｡出 血は髄

質に及ぶ事 もあ る｡表 皮の血管は著明に撲張す

る｡「ツ」原液を注射後 生存した海狽ビ於ては表皮

及び皮質の卑管籏張を認め時に欝血 を見 る事ある

が 「ツ4死 を來した ものに比 して極めて輕度であ

る｡封 照液を注射 した ものには殆んど副腎に攣化

を認めない｡健 康海狽にPッ」原液を接種 した10例

中2例 は副腎に充血を來たレたが表皮ゐ雌 力魑

張してゐるのみで欝血或は出血等は認められなか

つた｡「 ツ」原液接種後時間的に観察 して見 ると接

種後3時 間目頃より元氣衰へ5時 間 日頃より死亡

するものがある｡早 期に死亡 した ものを剖瞼する

と副腎皮質に強度の欝血或は出血を認める67臨

聞後假死歌態にある海狽め一部は副腎に出血性攣

化を認め一部は何 らの攣化も認めない｡接 種後一

時假死に墜入 り後恢復 した動物 を24時間後に剖瞼

すると副腎に於ける幽血性攣化は極めて輕度か叉 〉

は愛化を認めない｡7時 間後剖瞼した例で攣化を
ゑ ガ

坐してゐた ものは早晩死すべきものであつて攣化

も認めなかつた もρは「ツ」毒素によつて一時的に

假死歌態に路つ陀 も鉄復 し生存 し得た ものと考ヘ
ノ

られる｡皮 質に起る出」血性病憂は副腎に畿生した

結節と無關係である◇郎ち「ツ」死を來 した試轍で

副腎に結節を認めす して出血竈を認める、又内臓

に於ける充 血或は欝血とも必然的な蘭係がない｡

即ち「ツ」死 を來せるものにして何 ら内臓に爵1血性

攣化を見ないのに副腎に出血 を認めたもの多い｡
「ツ」死による効力測定法に依れば膿重2/3に 減 じ

た時に試験ずる様唱えられてゐるが、實験に依れ

ば膿重 を測定の目標に置 く必要はない◇膿重213に

減する時を待てば殆んど試験は～F正確 とな り、尚

使用し得る動物は殆ん ど無 くなる｡飼 養上充分の

注意を以て榮養につ とめる時は血管内に人型結核

菌の1/義00m9を 撞種した後2ケ 月目頃或は1/50鵬9

接種し1ケ 月後に試験する時は殆んど一一致 した成

績 を得た｡海 狼は膿重の増辮してゐるにか 』わら

す此の時期には「ツ」シヨツク死を來す｡「 ツ」シヨ
・ツク死の要は實験海猿の結核病攣の輕重 と鵬係を

有す る｡e
マ

練 括 燈'

「ツ」を皮 内 に接 種 す る と約1週 聞 日頃 には該 部

の翼 皮 中 に 肉芽 腫様 組 織 を形 成 し時 に直 細 胞 を見

出 すeかNる 組 織 陳 を以 て 、 夙elleガ 五ap◎rte氏
へ も

等は「ツ」特異性 を唱へたが、私の實験では力黙 る

所見はひとり「ツ」のみな らす、非病原性抗酸性菌

より作つた「ツ」様物質を以て して も見 られる｡叉

LaPorしeは モノチーテンの嵐現が意義あると言

ふが、此れ も特異的の ものではない｡睾 丸反鷹を

以て特異性を瞼討 して見て も分量的の差は認めら

れるが質的の相累黙を指摘倒來なかつた｡「 ツ」中'

に存在する特異性物質に主きを置 くよゆ結核罹患

に因 り惹起される生膿細胞の過激欺態如何にある

と思ばれる、私の實駿では「ツ」シヨツク死が特異

性 を表現 し其れは結核罹患動物の翻腎の攣化と重

大な關係を9'する事 を1忍めた｡(文 献省略)
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